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コンピュータ利用による英語教育の可能性

実践事例とその問題点

吉　田　信　介

１．

はじめに

　９３年度より中学 ・高等学校において新学習指導要領が実施されたのを受けて，大学では９７年度

から新カリキ ュラムによる履修者が入学しはじめており ，大学生の情報リテラシーはここ数年の

問に大きく変革を遂げてきている。筆者の研究クルー プは，９４年度より人文 ・社会系大学生１４２９

名を対象として，コンピュータ操作経験の度合いや情報リテラシーに関する基礎的テータの収集

を行っている。その結果，¢個人的にワープロやパソコンなどを所有することが膚報機器の利用

率や関心を高くし，情報機器の操作にたいする不安を軽減する，　ワー プロの利用を義務づける

ことが，授業への動機づけと情報リテラシーを高める，　人文 ・社会系の学生にとっ て， パソコ

ンは操作性（ＧＵＩなど）が良いもので，プログラミングの要素がほとんど不必要なものでないと

普及しにくい，＠学生には情報リテラシー習得への強い欲求があるが，具体的な習得手段に関し

て戸惑っている，　中学校と高等学校でのコンピュータを利用した授業の経験は，９６年と９７年に

大きく増加しており ，特に中学校では９７年度生で５６％強に及んでいる，　９７年度生では，ワープ

ロ， 表計算，パソコン通信，ＭＳ－Ｗｍｄｏｗｓの利用度が有意な上昇を示している，¢コンピュー

タに対する主観的項目の因子分析の結果，年度とともに，ｒコンピュータに対する興味」とｒコ

ンピュータに対する不安」が同時に高くなっ てきている，等があきらかになっ た。

　コンピュータに対するこのような意識変化に対応して，大学レベルにおいても ，コンピュータ

を活用した英語教育を進めることは，一斉授業では不可能であ った学習の個別化のみならず，今

後， 高度情報化社会において不可欠となる情報リテラシーをも高めることにもなると考えられる 。

筆者が担当する総合英語，英語講読，英文構成，アメリカ文化演習，アメリカ卒業研究の授業に

おいても１０年前から学習，課題作成，プレゼンテーシ ョン等に積極的にコンピュータを導入し ，

その有効性 ・有用性を確認している 。

　本稿では，最初，コンピュータ利用による英語教育の２つのタイプであるＣＡＩ（Ｃｏｍｐｕｔ・・

Ａ。。１．ｔ．ｄＩｎ．ｔ．ｕｃｔ１ｏｎ）とＣＡＬ（Ｃｏｍｐｕｔ。。 Ａ。。１．ｔｅｄＬｅ．ｍｍｇ）の特色，次に，独自に開発したＣＡＩ教

材の紹介と実践事例，最後に，ＣＡＬとしての市販アプリケーシ ョンソフト利用による英語学習 ，

およぴ教材開発事例についてそれぞれ述べ，英語教育におけるコンピュータの活用可能性とその

問題点について論述する 。

　なお，それぞれの項目の詳細な報告，及び，文献は巻末にまとめて記載したので直接それらを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６９）
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２． ＣＡＩとＣＡＬ

　２．１．ＣＡＩ

　コンピュータが教授活動の代行として学習内容を効率よく伝達する手段として用いられるが，

そこでは，学習者に系統づけられた内容が準備され，詳細な手順に従って学習者自身によっ て反

応が喚起され，確認され得るような方式で進行される学習指導の方法がとられる。すなわち，学

習内容が教科の論理に従って確実に細かく ，順序よく整理され（スモールステ ップの原理），ステ

ップごとに学習者の反応が喚起されるよう（積極的反応の原理）に進行しながら，各ステ ップごと

の学習の確認（フィードバッ クの原理）がなされ得るようになっ ている。さらに，学習の進度は各

学習者の個別の能力（自己ぺ一スの原理）に応じてなされ，その学習結果により常時修正（学習者

検証の原理）されるのが特徴である 。

　ＣＡＩが代行する指導者の機能は次の５点である 。

　１）情報提示 ：学習項目の説明 ・解説が，ディスプレィによっ て文字十画像（動画を含む）十

音声の組み合わせによりきめ細かく行われる 。

　２）行動制御　課題提示 ・発問 ・誘導が，ディスプレィによっ て文字十画像（動画を含む）十

音声の組み合わせにより行われ，学習者の行動を引き起こす刺激となる 。

　３）診断 ・評価 ：キーボード等により入力された学習者の反応が，教育目標と即時に照合して

診断 ・評価される 。

　４）知的ＫＲ情報　解答の正否 ・正解がティスプレイによっ て文字十画像（動画を含む）十音

声の組み合わせにより行われ，学習を疋着させる 。

　５）情的ＫＲ情報 ：解答に対する情的な褒賞 ・励ましが，ディスプレイによっ て文字十画像

（動画を含む）十音声の組み合わせにより行われ，学習意欲を鼓舞する 。

　　ＣＡＩの代表的な学習形態には次のものがある 。

　１）　ドリル練習 ：問題に対して解答を選択肢から選ばせ，その解答に応じてＫＲ情報を提示

することを繰り返す。これにより学習者は自己ぺ一スで学習をし続け，学習内容を定着させる 。

　２）チ ュートリアル： 説明 ・解説の後，課題と解答用選択肢を与え，解答に応じてＫＲ情報

を提示することを繰り返す。これにより学習者は自己ぺ一スで学習をし続け，学習内容を定着さ

せる 。

　これら伝統的（教授者主導型）ＣＡＩでは，一斉指導で１人の指導者が多数の学習者を同時に個

別指導する場合に有効な手段であるが，問題点として，１）学習者の思考枠の制限，２）学習過

程における欲求不満の蓄積，３）個別指導力の低さ，４）教育的会話形式の制限などがあげられ

る。

２． ２． ＣＡＬ

コンピュータによっ て学習者の学習活動が支援されることを意味し，学習の環境を整えるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７０）
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の道具として利用するものである。ここでは次の３つの働きかけがなされる 。

　１）働きかけ　質問 ・情報要求 ・探索なと ，問題解決に必要な情報を入手する働きであり ，王

体的学習の中核となる 。

　２）情報入手　検索に応じて必要な情報を発見し，手に入れること 。

　３）　自己表現　問題解決に必要な情報を整え，その成果を表現する 。

　以上，プログラム学習の原理を母体とするＣＡＩと学習者の主体的な学習を支援するＣＡＬの

いずれもが重要な語学学習支援システムであるが，インターネ ソトの普及等による情報洪水の中

で， 必要な情報を入手し，自ら考え，解答を発見し，表現 ・発信する能力が求められている現代

においては，優れた発信型のＣＡＬ教材の開発 ・実践が必要であるが，同時に，学習者に不足し

ている読解力や語彙力等の本来の英語力を養成するＣＡＩ教材の重要性は変わらないと思われる 。

３． ＣＡＩ教材の開発と実践

　３．１．開発 ・実践ソフト

　筆者の研究グループは，過去１２年問にわた って下記のドリル型ＣＡＩ教材の開発 ・実践を行 っ

てきたが，ここではそれらのソフト開発の理論的背景 ・システムの概要 ・実践報告 ・問題点につ

いて述べる 。

＊１９８５年 ：「読解学習用ソフト」

＊１９９０年 ：「語彙学習用ソフト」

＊１９９５年 ：「統合型実用英語学習用ソフト」

＊１９９６年 ：「マルチメティア型実用英語学習用ソフト」

＊１９９７年 ：ｒマルチメデイア速読ＣＡＬＬプログラム」

　３２読解学習用ソフト

　３ ．２ ．１．目自勺

　大学英語教育の目的は，外国語の学習を通じて異文化理解，及ぴコミュニケーシ ョン能力を養

い， 各々の専攻領域において活用しうる語学力を身につけることにある。この目的達成のため ，

英語運用能力のうち「読む」ことについては，既習の文型によるテキストを楽しみながら，多

読・ 速読ができるようにする指導が求められてる。しかしながら，大学でしばしば評価されてい

る英語を読む能力とは，文法の知識を駆使して，いかに原書に忠実に訳すことができるかという

ことであるため，読むスピートは評価基準には入らないことが多い。そのため大学生はできるだ

け速く ，正確に英文の内容を読み取る能力に欠けていると患われる。また，日英語の言語構造の

差異が大きく ，日本語らしく訳し出すためにはしばしば戻り読みをせざるを得ない。そこでコン

ピュータの特性を生かして英語を強制的に語順通りに読ませることにより ，文字入力から翻訳を

経ず，直接意味を理解することを目的とするソフトを開発した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７１）
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　３ ．２ ．２．理論的背景

　外国語の読解過程は次の３段階にモテル化できると考える。ただし，ここでは文字入力から聴

覚入力を経て，意味理解を行う音読の過程は除いた 。

　レベル１は英語の語句を逐次日本語の語句に置き換えたもので，一応日本語らしきものは並べ

るが，内容把握がなされていない段階。レベル２は逐語訳をしてから原文の意味を十分くみ取 っ

て母語で再現する段階で，日本の平均的大学生の読解能力はレベル１ ，２のいずれかの段階であ

ると考えられる。レベル３は熟達した読解過程で，母語への変換を行わずに文字入力から直接理

解するものである。この内レベル２では，日英語の…語構造の差異が大きく ，日本語らしく訳し

出すためにはしばしば戻り読みをせざるを得ない。その理由の一つに日英語における語順の違い

があげられる。すなわち日本語はＳＯＶ型言語であるのに対して，英語はこれと逆のＳＶＯ型で

あること。さらに英語と比べて日本語は，○語と語の関係を後置詞（助詞）によっ て表す，　形

容詞，関係代名詞節は先行詞の前に現れ，いわゆる「左枝分かれ」的書語である，　疑問詞は必

ずしも文頭に移動させる必要はない，＠「頭で っかち」の構造を避けるための名詞節，及び形容

詞句，節の文末移動ができない…１語であるといえる 。

　そこで，少しでもレベル３の段階に近づけるため，コンピュータの特性を活用した直読直解英

語学習ソフトを開発した。そこでは画面上に英語の語句が次々と表示されては消え，前に戻って

読むことが出来ないようになっ ているため，英語が「右枝分かれ」的……語であることを無意識に

体得していくようになっ ている。学習者は本文を各自選択した表示方式と表示速度で読んだ後 ，

英語による設問数個に多肢選択方式で解答する 。

　３．２．３．システム機能

　学習者は，テキスト選択→表示方法 ・速度選択→読み→設問解答の順序で読解練習を繰り返す 。

　システムディスクには以下の事項が学習記録として残され，これらから成績処理，項目分析 ，

学習反応時問など事後の検討に役立つデータを得る 。

＊学習開始日時　　＊表示方法　　　　　＊入力解答と正答

＊正答率　　　　　＊学習テキスト名　　 ＊表示速度

＊解答所要時問　　＊学習終了日時

ａ）表示方式

　・ １語ごと表示 ：１語ごとに表示しては消していく 。

　・ フレーズごと表示　フレーズごとに表示しては消していく方式で，１語表示よりアイスパ

　　ン（視覚域）と認知の意味単位を広げる 。（図１参照）

　・ １行こと表示　１行ことに表示しては消していく方式で，フレーズごとより ，さらにアイ

　　スパンと認知の意味単位を広げる 。

　・ パソコン通信方式　常に１２行を画面に表示し，１行ごとに上へ行が送り出される 。

ｂ）表示速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７２）
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〈図１：フレーズごと表示の画面＞

　数値を選択すると ，画面に一度に表示される文字数に比例して自動的に計算されるように

なっ ており ，実際の表示速度はｗｐｍ（ｗｏ・ｄ・ｐ・・ｍｍｕｔ・）で最後に表示される 。

Ｃ）正答率

　各設問に対する解答の正否は示さず，全問解答の後に正答率を百分率で表示する。誤答の

箇所は未知にしておくのは，繰り返し読む時に注意を本文全体に向けさせる教育的配慮から

である 。

　３ ．２ ．４．学習結呆

　各学習者のログ記録による各学習項目の分析の結呆，１）成績上下位群をよく弁別する高弁別

項目は，問接的設問で類推力を問うもので，特に，因果関係 ・登場人物の心理描写，物語の場面

に関するものが多くみられた，２）非弁別項目としては，直接的設問で，本文と同じ書出しの設

問文を用い，常識でも解答できるものがみられた，３）反応速度一得点分析の結果から，充実 ・

難問 ・容易 ・落し穴のある設問が判明した。また，実施年度の最初と最後に実施した前後テスト

の結果から，１）通常のＬＬ授業と比べ，読解力のみならず聴解力もより大きく伸びたが，その

要因として，本システムにより集中力が増したこと，及ぴ本来音声を聞いてその意味を理解する

ことは直線的，能動的なもので，前に逆行して理解することができないため，結果的に本システ

ムは音声入力と同様のプロセスを経ることになり ，聴く力まで伸びるという副産物をもたらした

と考えられること ，２）従来の多人数一斉授業による教育方法にかわりＣＡＩの特性である自己

ぺ一ス，スモールステ ップ，即時確認の原理が働き ，成績上位群に比べて下位群の読解力が大き

く伸ぴたこと ，さらに，３）授業の全てをコンピュータにまかせてしまわず，そこで生じた質問

や疑問に教師が口頭で答えるという形が望ましいことが判明した 。

　３３　語Ｏ学習用ソフト

　３ ．３ ．１．目的
　読解学習用ソフトを用いた授業後のアンケート調査の結果，未知語に遭遇した場合に文脈から

その意味を推測できず，時にはある一語のために本文全体の意味が把握できないという指摘が

多々みられた。そこで，さらに読解力を向上させるためには語稟力の増強と定着が必要であると

考え，新たに語稟学習用ソフトを開発，実施した 。

（４７３）
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　３ ．３ ．２．理論的背景

　単語の質的，合理的類推力をつけるためには，共通に識別される構造的な類似点や語意形成上

の類似点に親しませることが必要である。そのため語形成による語彙学習ソフトを開発し，英単

語を［接頭辞１＋［語根１＋［接尾辞１の組み合わせにより構造的 ・語源的に学習させた 。

　３．３ ．３．システム機能

　英単語の意味が日本語で画面上部に表示され，その意味と一致する英単語を［接頭辞１＋［語

根１＋［接尾辞１の組み合わせによりキー入力する。学習項目は中学校から　般教養レベルまで

の語彙２６０語で，接頭辞 ＝１８種（３５異形），接尾辞＝３８種（４４異形），語根＝３５種（６８異形）の組み合

わせにより画面上に作成していく 。（図２参照）
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〈図２： 語Ｏ学習ソフトの学習画面＞

　システムティスクには以下の事項が記録され，これらから誤答分析，反応時間，解答状況の分

析を行うことができる 。

＊学生の氏名，ＩＤ番号　　　　　＊反応時間　　　　　　＊訓練開始日時

＊解答状況（正答，誤答，正答率）　 ＊選択テキストの名前　＊訓練終了日時

３． ３． ４． 学習結呆

実際の授業において実施した結呆，１）単語の一文字でも違うとコンピュータが誤答として処

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７４）
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理するため，正確な知識が要求されること ，２）自動採点によりフィードバッ クが速やかになさ

れ， 間違いを気にせず反復練習が可能であること ，３）スモールステ ップで学習していくため高

い疋着力が期待できることなとの効果があ った 。

　また，学習者各自のロク記録の誤答分析から誤答の類型化が可能となり ，例えは ‘ａｄｍ１．ｓ１ｏｎ
’

の場合，下表のように分類でき ，今後の語彙指導の資料とすることができる。ただし，＊印は存

在しない英単語を示す 。

入力語 意味 綴り 品詞 類型

＊ａｄｍｉｔｔｉＯｎ
正しい 誤り 正しい 綴り問違い

ａｄｍｉｔ 正しい 正しい 誤り 品詞問違い

＊ａｄｄｍｉｔ
正しい 誤り 誤り 綴り ・晶詞問違い

ｐｅｍｉｓｓｉｏｎ 近い ■ 不問 類義語

ＣＯｍｍｉｔ 遠い ■ 不問 異語

＊ｅＸｍｉｔ
一 ・ 一 無意味語

　さらに，１）日本人にとっ て不得意といわれる［１１と［ｒ１の音声の知識が不明確なためにおきる

綴り間違いがあること ，２）同音異綴りの子音［ｍ１と［ｎ１ ，［ｅｒ１と［ｏｒ１，［ｓ１と［ｔ１の区別の指導が

必要であること ，３）晶詞の誤答から動詞を名詞形に派生させる練習をする必要があること ，

４）語根ＭＩＴ（ＭＩＳ，ＭＩＳＥ）から形成されたもの，音声 ・綴り ・意味全てが類似している
‘ａｆｆｅｃｔ ’

と‘ｅ且ｅｃｔ’の区別，５）品詞により意味が異なる ‘ｅｘｐｒｅｓｓ’については重点的に指導する必要があ

ることが判明した 。

　３４統合型実用英冒五学習用ソフト

　３ ．４ ．１．目白勺

　以上，読解，語彙学習用英語ＣＡＩシステムを開発，実践してきたが，それらは単発的に特定

の技能を伸ばすに留まり ，読解学習では語彙や文法を全く無視して受動的に設問に答えても正解

さえ出れば良いとしたりするなどの弊害が見られた。そのため，語彙，文法，作文，読解の４つ

の側面から，学習者王導で多角的能動的に学習する統合的英語学習ソフトを開発，実践する必要

がある 。

　３ ．４ ．２．理論的背景

　次のような点に留意してコースウェアを設計した 。

　１）学習の進度や難易度の個別化をはかるため，各自が随時，学習環境の設定を行うことがで

きること（スモールステ ップ，自己ぺ一スの原理）。

　２）　１レ ッスン終了毎に一覧表で成績結果を確認できること（積極的反応，フィードバッ クの原

理）。

　３）語彙，文法，作文，読解の４つの側面から多角的な英語力を養成すること（統含性）。

　４）教材には，比較的動機づけが高い実用英語検定試験の準２～２級程度の内容とレベルのも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７５）
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　３ ．４．３．コースウェア

　ａ）学習環境の設定

　　学習環境の設定メニューから解答の表示，ヒントの表示，各設問毎の正誤の表示，和訳の表

　示，解答制限時問の設定，トライ（試行）回数の設定について学習者が個別に選択する 。

　ｂ）各学習項目

　【語彙】【熟語】【文法】文脈から語彙，熟語の意味を推測したり ，正確な文法知識を試すこと

を目的とする。形態は空所補充式問題で，最も適切な語句を選択肢から選ぶ。その際，選択肢上

をカーソルが移動するごとに実際にその単語が設問文中の空所に挿入され，視点の移動による思

考の停止を防止する工夫をした 。

　【対話】　コミュニケーシ ョンの実践としての対話の展開を習得することを目的とする。文単位

の整序式問題で，対話文として自然な順序に文を並べ替える。その際，選択肢上をカーソルが移

動するごとに実際に英文が並べ変わり ，対話の内容に集中できるように工夫した 。

　【作文】語順が日本語とは対照的な英語を正しく理解し，表現力を習得することを目的とする 。

語単位の整序式問題で，表示された日本語と同じ意味になるように単語を並べ替える。その際 ，

各単語をカーソル移動と改行キーで選択して空所の中に実際に並べながら，英文を作成する過程

を再現できるように工夫した 。

　【正誤指摘】語彙，熟語，文法に関する総合的学習を行うもので，文中の誤りの箇所を指摘す

る問題。画面上段には誤り部分を含む２～４箇所に下線を施した英文を提示し，下段に上段の下

線部と同じ語句が選択肢として並べられている。視点移動の手間を省くために，選択肢上のカー

ソル移動で上段の下線部も運動して反転表示され，正解を決定するよう工夫した 。

　【長文穴埋め】　クローズテストの原理により ，言語の全体的，創造的な学習を行うことを目的

とする。画面上段の本文中に空所を５箇所設け，各空所に入れるのに最も適切な単語を選択肢か

ら選ぶ。その際，選択肢上をカーソルが移動することに実際にその単語が本文中の空所に挿入さ

れ， 視点移動の手間を省くようにした。また，本文と設問の２画面に分割し，本文を自由にスク

ロールさせることで，前後の文脈から判断して適切な語句を選択できるようにした 。

　【長文読解】時問設定によりスピードをもっ て内容を把握する能力を習得する。画面上段にテ

キストを提示し，下段にその内容に関する理解度を試す設問を設け，最も適切な選択肢を選ぶ問

題。 この場合も ，本文を自由にスクロールさせることで，前後の文脈から判断して適切な解答を

選択できるようにした 。

　【模擬試験】随時，各学習項目からランダムに選択された設問に解答することにより ，それま

での学習効果を測定するとともに，自己の弱点を発見することができる 。

　Ｃ）成績結果一覧表示

　１レ ッスン終了ごとに成績結果の一覧が○×で表示され，正答数の確認ができるが，２回目か

らは設問がランダムに並べかわるので誤答箇所は特定できないようになっ ている。これも当てず

っぽうと記憶による選択を回避するためである 。

（４７６）
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　３ ．４ ．４．学習結果

　実際の授業において実施した結果，学習進度において成績上位群は少ない試行回数で正解を導

くのに対して，下位群は試行錯誤を繰返していることが判明した 。

　また，事前 ・事後テスト（模擬準２級テスト ，制限時間付き読解カテスト ，ＣＥＬＴリスニングテスト）

の結果から，１）本ソフトの特徴の一つである制限時間内での半ば強制的な解答により ，迅速に

情報を処理する能力が養成され，特に下位群において顕著にその効果が発揮されたこと ，２）そ

のため読解スピードが向上し，模擬テストの得点も有意に伸びたこと ，３）聴解カテストにおい

ては視覚（設問を速く読んで理解する）と聴覚（音声情報を一定の速度で処理する）の両方を駆使して

設問に答えねはならず，予めある程度の英語力を備えていることが条件であるためか，上位群の

成績が伸びたことが学習効果としてみられた 。

　３ ．４ ．５．学習者の反応

　アンケート調査の結果，自己の英語力については力不足と答えている者が多いこと ，本ソフト

が準２級準拠であることからみても実用英語の力が不足していること ，受験生時代に比べて英語

力が低下していること，学生自身もそのことを自覚していることが判明した 。

　学習項目別では組み合わせが膨大な数になる作文と，ある程度のスピードを保って内容を把握

する力が試される長文が難しく ，比較的易しい表現を用いた対話の並べ換えを得意としている 。

文法に関しては得意と不得意に分かれている 。

　ソフト全般については，長所として自己ぺ一スで，興味を持ちながら，段階的に学習が可能で ，

模擬試験の結果がレーターチャートで視覚化され，自己の弱点が確認できるとしている。短所と

して時間制限がプレソ シャーとなり集中できない，ヒントの内容が貧弱，解説不足，操作ミス時

の解除ボタンが必要，目が疲れる等が指摘された 。

　評価される点として，易しいものから難しいものへ段階的に配列され，ヒントや制限時問等の

学習環境が自由に設定できるため，各自の能力や学習方法に合わせた学習ができること，コンピ

ュータによる英語学習という動機付けがはたらくこと ，即時フィードバッ クと反復により学習内

容が定着しやすいことがあげられる 。

　改良すべき点として，入力形式が多肢選択方式であるため思考が制限されること ，ヒントの内

容と正解後の解説を充実させること ，操作性の改良をすることがあげられる 。

　３５　マルチメティア型実用英語学習用ソフト

　３ ．５ ．１．目自勺

　パソコンの処理速度は年々速くなり ，データの処理容量も大幅に増大し，処理可能な情報も ，

文字や図形だけでなく ，フルカラー画像，音響，音声，Ｖｉｄｅｏ や３Ｄ動画など，非常に豊富なも

のとなっ ており ，まさしく ，マルチメディア時代の到来といっ ても過言ではない。このような社

会の高度情報化の推進に伴い，外国語教育の面でもコンピュータの利用が一層推し進められるよ

うになっ てきている。これを受けて筆者の研究グループは，以前に開発したテキストデータ型の

統合型実用英語学習用ソフトをべ一スに，マルチメディア情報を手がかりとするインタラクティ

フな英語ＣＡＩシステムを開発 ・実践し，その効果を検証した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７７）
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　３ ．５ ．２．理論的背景

　次のような点に留意してコースウェアの設計を行った 。

　１）マルチメディア情報の導入 ：生きた英語を習得するには，テキスト情報以外に，ジェスチ

ャー等の視覚的情報，発話の音響的情報，意味的な情報などによる，統合的学習法が効果的と考

えられる 。

　２）ＧＵＩ（マウス）の導入 ：キー ボード操作という障壁を除去することにより ，解答の選択 ，

修正，訂正が容易となり ，英語能力に関係の無い操作上の解答ミスを回避できる 。

　３）ＫＲ情報の即時提供 ：誤答の場合のヒントを，文字，絵，音声などを用いてリアルタイム

に提供することにより ，記憶の保持を支援する 。

　４）オーサリングシステム： 学習者のレベル，指導目的に合わせて教師が独自の教材を作成 ・

追加 ・削除することが可能となる 。

　５） ‘ＴｈｍｋｍＥｎ１１ｓｈ’ の促進　日本語に訳さず内容を理解できるよう ，音声での誘導，スキ

ーマ活性化手段の導入などの工夫を取り入れる 。

　６）ＫＲ情報の充実　ＫＲ情報の即時化，解答制限時間表示の工夫，ヒントや解答の充実など

を行い学習動機の低下を防く 。また，最終成績表示の視覚（グラフ）化も行い，学習履歴面での

充実をめざす 。

　７）選択幅の拡大 ：３段階のレベルと７種類の学習項目で学習者の必要に応じた教材選択を可

能にする。また，問題数を増やし約３０時間程度の学習量を確保する。解答制限時問も３段階（短

い， 普通，長い）として学習者の解答ぺ一スに配慮する 。

　８）教材提示の充実　音声なしに解答できる部分にも音声情報を付与し，文字のみの学習にな

らないよう配慮する。また疋着のための繰り返し学習を想定し，学習者が位置で正答を記憶でき

ないよう ，選択肢の提示順序をランダムにする 。

　３ ．５ ．３．コースウェア

ＯＳには汎用性の高いＷｉｎｄｏｗｓ９５，解答方法はクリッ ク・ ドラ ッグ ・ドロッ プ， 刺激属性は文

字・ 音声 ・画像による視覚 ・聴覚の多チャンネル刺激をそれぞれ用いた。学習内容，解答制限時

間選択，学習項目設定については，統合型実用英語学習用ソフトをほぼ踏襲しており ，レベルは

３段階（初級 ・中級 ・上級）から，学習項目は語彙 ・熟語 ・文法 ・対話 ・作文 ・正誤指摘 ・長文読

解の７種から選択する 。

　３ ．５ ．４．学習項目

　【語彙 ・熟語 ・文法】画面に提示された設問に対する適切な解答の選択肢を選ぴクリ ヅクする 。

クリ ソクされた単語は表示が反転するとともに，同時に音声でも提示される。不正解時には，不

正解効果音，残念絵，ヒントが表示され，２回まで再試行できる。正解時には，正解効果音，当

たり絵，完成文が読み上げられる。これは音声での情報フィードハソ クによる学習内容の確認と

定着を促す配慮からである 。

　【対話】正しい順序の対話になるように文のボ ックスをドラ ッグ ・ドロッ プしながら並べ替え

る。 不正解時には，不正解音，残念絵，ヒント画が表示され，２回まで再試行できる。正解時に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７８）
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は正解効果音と ，正解の対話文が掛け合いで読み上げられる 。

　【英作文】和文と同じ意味になるように英単語をドラ ッグ ・ドロッ プしながら並べ替える。正

解時には，正解効果音，当たり絵，正解英文が読み上けられ，不正解時には，不正解効果音，残

念絵，ヒントが表示され，２回まで再試行できる。ヒントには，決まり文句，熟語 ・文法などの

説明を与える 。（図３参照）

　一 の目 巾の意を表圭 っに ，（ 　　 ）ののユから６までのまたは
旬を並へ替えなさい。ただし，（　　）の中では文頭にくるへさ請も小文字で
不しております

。

点
１　　　　２　　　　３　　　　４ ５　　　　６

「｝甲ド「秤「戸「「
ヒント

遜

＜図３： 英作文の学習画薗＞

　【正誤指摘】誤りのフレースを含んだ英文がフレース単位のボ ソクスで提示され，該当部分を

含むものをドラ ッグ ・ドロッ プで指摘する。正解時には，正解音，当たり絵，確認のための正解 ，

和訳が表示される。不正解時には，不正解効果音，残念絵，ヒントが表示され，２回まで再試行

できる 。

　【読解】最初，学習者のスキーマを活性化させるために英文の内容に関する絵が提示され，次

に全文が文字と音声によりパラグラフ単位で表示される。読解後，内容理解に関する設問が多肢

選択式で提示され，不正解時には，手がかりとして問題箇所を含むパラクラフが表示され，２回

まで再試行できる 。

　３ ．５ ．５．学習効果の有効性の検証

　９５年度と９６年度の２年間にわたり ，それぞれ６日間の夏季集中講座で短期大学英文科の学生を

対象に試行し（１年目は統合型実用英語学習用ノフト ，２年目はマルチメティア型実用英語学習用ノフト）
，

前後テスト（ＴＯＥＦＬ準拠模試）によっ てそれぞれの学習効果を比較検討した。その結果，２要因

分散分析での交互作用が有意なため，年度問で成績の伸びに有意な差があること ，年度別の伸び

を比較するｔ 検定の結果，９６年度がより有意に伸びたこと ，年度間の比較をするｔ 検定の結果 ，

事後テストで差が開いた。このことから，マルチメティア型実用英語学習用ソフトの学習効果の

有効性が判明した 。

（４７９）
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　３ ．５ ．６．今後の課題

　通常の教授法，すなわち教科書による教師主導型の一斉授業の場合と比較して，学習効果は上

がるのかということについては，今後，実験による続計的分析を行い判断する必要がある。教材

面においては，英検の問題に限定せず，ＴＯＥＦＬ，ＴＯＥＩＣ，時事英語など学習者の二一ズや教育

目標に応じた教材を選定し，教材の多様化をはかる必要がある。ＫＲ情報については，正解 ・不

正解の絵と音の多様化，英作文においては，誤答の種類に応じてヒントを変化させる工夫が必要

であり ，ヒントの内容的充実も行う必要がある 。

　現システムはスタンドアローンのＰＣに対応しているが，ＬＡＮによる使用も想定して改良を

続けていく必要がある。さらに，インターネ ットが日常生活に普及してきていることを考慮すれ

ば， ＪＡＶＡなどにシステムを移殖してインターネ ット上にこのプログラムを載せ，世界中の誰

でもがアクセスし体験学習できるようなシステムの開発も有効であろう 。

　３６　マルチメディア英語読解ＣＡＬＬ（Ｃｏ岬ｕｔｅｒ　Ａｓｓｉｓｔｅ＾ｍｇｕａｇｅ　Ｌｅａｍｉｎｇ）システム

　３ ．６ ．１．目自勺

　先に開発した読解学習用ソフトには，１）事後テストで，米国の３ｒｄ　Ｇｒａｄｅ程度の読み物を

読む被験者の速度は９０ｗｐｍ前後で，ネイティフ ・スピーカーのｓ１ｏｗの音読速度（約１３０ｗｐｍ）

をかなり下回 っていること，２）テキストベース型であ ったため，スキーマを活性化させる情報

を与えることができないことなどの問題点があ った。そこでテキストベース型ＣＡＩシステムの

欠点を補うために，マルチメティアの可能性を生かした読解速度と理解度を向上させるためのプ

ログラムを開発 ・実践した 。

　３ ．６ ．２．理論的背景

　次の点に留意してシステム設計を行った 。

　１）コンピュータの画面上に，音声刺激にあわせてテキストをフレーズごとに次々と表示して

消去する。このことにより ，読む意識を集中させ，戻り読みをせず，直読直解を習慣付ける 。

　２）　フレーズ単位で提示し，リズムを持って読み進むよう誘導することによっ て理解度が上が

ることから，音声刺激をフレーズ単位で読み上げることにより ，逐語読みを防ぎ，フレーズ単位

で意味のまとまりごとに理解させる 。

　３）文字と音声を同時に表示することで，音戸をぺ一スメーカーとして読み進み，読解速度を

強制的に音声速度に近づける 。

　４）音読ポーズの長さが理解度に大きな影響を与えることから，個別の速度設定により音読の

刺激間隔を調節し，音読速度を変化させる 。

　５）スキーマを活性化させるため，イラストを提示してプライミングの能力を養う 。

　３．６ ．３．システム構成

　１）問題開始時，スキーマを活性化させるために本文の内容に関する絵が提示される 。

　２）　フレース単位の英文が音声とともに表示され順次消えていくが，１行目（上段）を普通の

濃さの文字列で表示し，２行目（下段）は，文字列であることが認識出来る程度まで薄く表示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８０）
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るようにして１行目とのコントラストをつけた。（図４参照）
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＜図４１ 読解ＣＡＬＬの画面＞

　３）音声速度は，平均的なアメリカ人の話し言葉の速度でもある１５０ｗｐｍ程度とした 。

　４）フレース間のポースは，速い（０５秒），普通（１秒），遅い（２秒）の３種類とし，読解中

にもボタンクリッ クで変更できる 。

　５）パラグラフごとに内容理解をうながす絵が表示される 。

　６）読解終了後，本文の内容の理解に関する質問が４肢選択で提示される 。

　７）不正解時，ヒントとして質問に関する事項が記載されているパラグラフが表示される 。

　８）単語帳が付属されており ，意味，発音，例文が提示され，クリッ クにより繰り返し発音を

聞くことが出来る 。

　９）　２回目でも正解を得られない場合は，画面に正解と解説文が提示される 。

１０）教材は，実用英語習得用教材（英検準２～準１級レベル）の総語数２００前後の長文読解問題

を用い，初級，中級，上級の３部から構成されている 。

　３ ．６ ．４．ソフトウェアの評価

　学習者によるコンセプト面（全体のデザイン，操作性に係るインターフェイス，マテリアルの適合性） ，

ＫＲ情報，フォントサイスに関するＦｏｍａｔ１ｖｅ　Ｅｖａ１ｕａｔ１ｏｎ（形成的評価）を行った。第１回目の結

果では，良かった占は，画面レイアウトが良く問題にとりかかりやすい，フレース毎に表示され

るので意味をつかみやすい，英語キャプシ ョン映画を見ているようで楽しみながら読めた，マウ

ス操作で誤操作が少なく学習に集中できた，戻り読みできないため語順どおりに読む練習になる ，

音声補助でリズミカルに読める，ポーズの長さを途中で変えられるので柔軟な読み方ができる ，

単語帳で未知語の意味 ・発音 ・例文による疋着が可能であることがあげられた。一方，改良すべ

き点として，画面 ・文字が小さい，クリ ソクボタンの改良，中止ボタンの設置，音読速度より速

く提示して欲しい，表示英文が短すぎる，単語帳が見にくいことがあげられた。第２回目の結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８１）
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では，ｒ音声」は７５％が適切とし，ＫＲ情報として有効であること ，ｒ絵」が本文の内容と一致し

ないとの指摘があ った（これは，解答に直接つながるものや複雑な構図のものは除外した結果といえる）。

全般的に学習者は本プログラムに好意的で，一定の満足度を示していると判断された 。

　３ ．６．５．今後の課題

　本プログラムは，現在スタンドアローンのＰＣ行う授業形態に対応しているが，ここ数年で大

学レベルのネ ットワーク環境が充実し，ネ ットワークを利用した教育がますます多くなるであろ

うことから，筆者らは教育内容の向上に向けて，ＬＡＮによる使用も想定し，インターネ ット上

にこのプログラムを載せ，学習体験ができるようなシステムの開発も構想中である 。

４　市販アプリケーシ ョンソフト（〃伽０５批ｑ伽６９７）による

英文ビジネスレター作成

　現在広く普及している市販のパソ ケージ型ヒジネスソフトを用いることにより ，主体的学習活

動を行うことができる。ここでは，コンピュータを学習の環境を整えるための道具として利用す

るもので，前述のＣＡＬの特徴である１）問題解決に必要な情報を検索して，２）発見 ・入手し ，

３）必要な情報を整えてその成果を表現する形をとる 。

　４．１．目　的

　学習課題として，最近，実生活でよく行われている「個人並行輸入」を取り上げ，米国から衣

類を個人輸入する場合の英文ビジネスレターを作成することを通じて，米国の衣料の定義 ・規格 ，

ピジネスレターの作成方法，ｑ炉６３ ９７のワープロソフトＷｂ〃９ス及び表計算ソフト亙〃３１

９７の操作方法を習得する。ここでは，予め設定された手続きにそ って，個人の具体的な要求を

相手に伝達するためのビジネスレターを書くという課題解決型の学習を行うことで，個々の学習

者の主体的な学習姿勢が酒養でき，同時に異文化理解，情報リテラシーの養成も可能となる 。

　４．２．方　法

　次の手順により各自が自己ぺ一スで課題の文書作成を行う 。

　１）予備学習として，衣類用語である ‘ｓｗｅａｔｅｒ　ｐｕｌ１ｏｖｅｒ，ｃａｒｄ１ｇａｎ　ｔｕ廿１ｅｎｅｃｋ’ 等の正確な定義

を英英辞典により明確化する 。

　２）米国の衣類サイズ表を参照し，予めインターネ ットから取り入れておいた写真入り通販カ

タログから個人の体型に合ったサイズ（Ｓ，Ｍ，Ｌ等），色，柄，素材，デザインから商品を選定す

る。 この時，ヤード ・ポンド法のメトリッ ク法への換算方法も習得する 。

　３）英文ビジネスレターの基本要素である ‘Ｈｅａｄｍｇ，Ｉｎｓ１ｄｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ，Ｓａ１ｕｔａｔ１ｏｎ，Ｂｏｄｙ，Ｃｏｍ －

ｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｃ１ｏｓｅ，Ｓ１ｇｎａｔｕｒｅ’を学ぶ 。

４）Ｗｏ〃９７の英文 ‘Ｌｅｔｔｅｒ Ｗ１ｚａｒ
ｄ’ の‘ｗｒ１ｔｅａｂｕｓｍｅｓｓ１ｅｔｔｅｒ’を起動する 。（図５参昭）

　５）予め設定された位置に個人情報を含んだ３）の手紙の要素を入力する 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８２）
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＜図５：Ｌｅｔｔｅｒ　ＷＩｚａｒｄの入力画面＞

６） ‘Ｂｏｄｙ’の部分に亙〃６Ｚ９７ワークシートを挿入して，注文する商品の情報を入力する 。

７）表内には ，‘Ｉｔｅｍ　Ｎｕｍｂｅｒ，Ｄｅｓｃｒ１ｐｔ１ｏｎ，Ｓ１ｚｅ，Ｃｏ１ｏｒ，Ｑｕａｎｔ１ｔｙ，（Ｔｏｔａｌ）Ｐｒ１ｃｅ’を入力する 。

８）　この時，シミュレーシ ョン機能を利用して，商品の数量等の変更による予算枠内におさま

るようにする 。

９）完成したレターを印刷し，自筆の署名を行う 。

　４．３．効　果

　学習効果として次の点があげられる 。

　１）衣類の語彙，度量衡，色彩感覚を通じて米国の衣料文化を学習する 。

　２）英文ビジネスレターの書き方を習得する 。

　３）代表的ピジネスソフトであるＷｏ〃９７のレターウィザート機能とＥｘｃｅ１９７の表作成 ・表

計算 ・シミュレーシ ョン機能の操作方法を習得する 。

４）ワープロソフトと表計算ソフトの同時起動による，Ｗｍｄｏｗｓ９５のマルチタスク機能によ

る文書作成能力を養成する 。

　４．４．評　価

　ビジネスレターとしての課題の完成度，美しさ，必要な情報の伝達の度合いが評価の基準とな

る。 他の学習例として，留学 ・ホームステイ ・ペンパル ・就職等の応募用紙，申込用紙に必要事

項を記入するなど，実生活でよく行われる行為と類似の課題を与えることがあげられる 。

（４８３）
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５　市販アプリケーシ ョンソフト（〃伽０５批Ｐｏ閉ブ Ｐｏ〃９７）利用による

簡易音声速読教材の開発

　教育の現場において，本格的なＣＡＩやＣＡＬのプログラミングをする時間と知識がない場合
，

限界はあるが，市販されているアプリケーシ ョンソフトを利用すれは，高度な情報機器の知識を

必要とせず，比較的簡単な操作で，教師自らが教材を作成 ・加工 ・実践することが可能となる 。

そこで，広く利用されているプレゼンテーシ ョン用ソフトを活用し，簡易リーディング教材を制

作した 。

　５．１．目　的

　先に開発 ・実践したマルチメディア英語読解ＣＡＬＬシステムでは，プログラミング上の問題

から画面の文字が小さく読みづらく ，表示速度も音声連動のため音読速度を超えることができな

いことが問題点としてあげられ，現在改良中であるが，これはＣＡＬＬ（ＣＡＩ）教材であるため ，

コンピュータが設置されている教室以外では使用できないということがあ った。そのため，一斉

授業形式ではあるが，予めコンピュータ画面をＶＴＲ録画したものを開発 ・実践することにより ，

普通教室におけるフレース ・リーディングを可能とする 。

　５．２．方　法

　１）教材は，マルチメティア英語読解ＣＡＬＬシステムと同じ実用英語習得用教材（英検準２～

準１級レベル）の総語数２００前後の長文読解問題を用い，初級，中級，上級の３部から構成されて

いる 。

　２）音声は，ネーティブスピーカー が通常朗読（平均１５１ｗｐｍ）のポーズ（息継ぎ）より平均

０２ｓｅｃ 長いポーズを各フレース間に入れた「フレース読み」（平均１０３ｗｐｍ）をしたものを録音し

た付属テープを用いた 。

　３）プレゼンテーシ ョン用ソフトＰｏ肋ゆｏ〃９７を用いて，教材テキストは，英字４４ポイン

ト， 中央揃えで，１画面に５段ずつフレースことに入力する 。（図６参昭）

　４）　同ソフトのｒアニメーシ ョン効果」とｒスライドテキスト効果」を用いてｒフレーズごと

表示」のスライドシ ョーを作成する 。

　５）　この場合，「テキスト表示効果」の「表示済みテキストの色」の設定により ，１画面提示

の際，¢５行のフレーズを上から順次追加していく方法，　少し薄い色に変色させて残していく

方法，　１行ごとに順次提示しては消していく方法の３通りの提示パターンが可能である 。

　６）　フレーズ読みの音声に合わせて，「スライドシ ョー」の「リハーサル機能」によりタイミ

ングを設定 ・記録し，保存する 。

　７）ＶＴＲの音声入力端子にフレーズ読みの音声情報，映像入力端子にスライドシ ョーの映像

情報をそれぞれ設定し，同期録画する 。

（４８４）
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〈図６：フレーズ提示画面＞

　５．３．効　果

　予想される学習効果として次の点があげられる 。

　１）音声補助によりリズムをつけて英文を読む能力を養成する 。

　２）　フレース読みにより ，戻り読みをせず英語を意味のまとまりことに理解する能力を養成す

る。

　３）文字と音声を同時に表示することで，音声をぺ一スメーカーとして読み進み，読解速度を

強制的に音声速度に近づける 。

　４）ＶＴＲ録画であるため，表示速度を自由に変化させることができる。このため，上級者に

は音声を消して文字画面のみ提示し，音読速度以上の本来の速読の訓練が可能となる 。

　５．４．考　察

　上記５２において，¢の全て残す提示では，同時に流れる音声によっ て読み進みはするもの

の， 戻り読みが防止できないという欠点があるが，初級者は心理的緊張感が軽減されると考えら

れる。　の一つずつ提示では，戻り読みが全くできないため，相当の緊張感を持って読み進まね

はならないが，直読直解の習慣が最もつきやすいと思われる。上級者には，毎声状態による音読

速度を超えた速読への導入が可能である。中問の　の薄く残す提示では，その気になれば戻り読

みができるが，文字が薄くなるため通常は気にせず，心理的緊張感が多少軽減されながら読み進

むことができると考えられる。今後，試行による実験で，効果の度合いを比較検討する必要があ

る。

　また，今回は，音声と文字を同時提示しているが，提示のタイミングをずらして提示する方法

や， 「クリッ プアート機能」によるスキーマ活性化のための画像挿入も検討していく必要がある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８５）
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　さらに，同ソフトのｒナレーシ ョン録音機能」を用いて，音声と同期させたスライドシ ョーを

作成することもできるが，音声に伴うファイルの容量の問題，フィードバッ クや採点機能の欠如

等の難点があり ，本格的な音声速読は前述のマルチメティア英語読解ＣＡＬＬシステムによるも

のとする 。

６． まとめと今後の課題

　以上，ＣＡＩ，およびＣＡＬ（ＣＡＬＬ）教材を独自に開発 ・実践してきたが，コンピュータによる

英語学習という目新しさも手伝って，学習の動機付けがなされ，ある程度の教育効果はあ ったと

思われるが，反面，残された課題も数多くある。「読解学習用ソフト」においては，コンピュー

タの特性を活かして，画面に文字を一定時問提示させることによる直読直解訓練が可能となっ た。

しかしながら，自然な状態では，全ての単語を一定のスピードで，しかも戻らず読むことはむし

ろまれでさえあると考えられるので，提示速度可変型のソフト開発が必要であろう 。この問題は ，

後に開発した速読プログラムである程度解決されている。「語彙学習用ソフト」では，単語の語

形成に着目した学習法を取り入れたが，学習ログが全て記録されるというコンピュータの特性を

活かした誤答分析が可能となり ，今まで表面には出てこなかった試行錯誤の過程が観察できた 。

しかしながら，単語学習用ソフトとしては文脈や音声補助がなく ，学習の定着に必ずしも貢献し

ていない。目下，それらの弱点を補うべくマルチメディア化を進めている。「統合型実用英語学

習用ソフト」では，自己ぺ一スで多様な項目を学習することができるため，学習の個別化が可能

となり ，自己の弱点も発見できた。しかしながら，音声や画像が使えず，文字のみによるヒント

情報というテキストデータ型の限界があるため，マルチメディア化する必要があ った。ｒマルチ

メディア型実用英語学習用ソフト」では，テキストデータ型の欠陥を補うため，画像によるスキ

ーマの活性化や音声での教材 ・正解の提示による学習の強化 ・定着を促した。ある程度の効果が

みられた反面，マルチメティア時代の学習者にとっ て， より魅力的な画面構成や効果を提供して

いくと同時に，内容面でもヒントや解説の充実をはかる必要がある。「マルチメディア速読

ＣＡＬＬプログラム」は，読解学習用ソフトのマルチメディア化により生まれたソフトである 。

提示速度が可変で，音声補助でリスムをもっ て読み進み，スキーマ活性化の画像も取り入れ，学

習者の反応も良好であ った。しかしながら，音読を超える速度で提示できないこと ，提示画像を

単なる挿し絵的なものにするのか，それともスキーマ活性化の積極的なヒントにするのかを検討

する必要がある。前者については，後述の簡易音声速読教材である程度解決できる。後者につい

ては，動機付けの観点からは，最初一に提示して，ある程度内容の予測をさせる必要があるが，ヒ

ント画の場合は設問のヒントとして提示する方が効果的であろう 。「市販アプリケーシ ョンソフ

トによる英文ビジネスレター作成」では，実生活でよく行われている行為を取り上げて，現実感

のある作業を行わせることにより ，英語教育の大きな柱の一つである異文化理解教育に大きく貢

献するものである。また学習者の主体性や創造性を養う結呆にもなるが，反面，評価方法が困難

である。ただ，コミュニケーシ ョンの観点からは，必要な情報が含まれていて，伝達できていれ

ば， 多少の英語運用上の誤りは毎視する配慮も必要となろう 。「市販アプリケーシ ョンソフト利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８６）



　　　　　　　　　　　　　 コンピュータ利用による英語教育の可能性（吉田）　　　　　　　　　　　８５

用による簡易音声速読教材の開発」では，教師自らが比較的容易に教材を自作して，ＶＴＲ完備

の普通教室で速読（フレーズ読み）指導が実践できることや，学習者のレベルや興味に合わせて ，

提示スピードや内容を提供できるという利点がある。しかしながら，マルチメディア速読

ＣＡＬＬプログラムと共通する問題として，この方法による読解訓練を経た後，区切りの無い通

常の英文を読む場合にも ，自力でフレーズごとに区切りながら読み進むことができる能力が養成

されているかの検証を行う必要があろう 。

　以上，コンピュータの機能のほんの一部を活用した英語教育の試みについて紹介してきたが
，

ＣＡＩ，ＣＡＬ（ＣＡＬＬ）のいずれにしても ，コンピュータはあくまでも教育の補助手段であり ，目

的ではないことを改めて確認しておく必要があろう 。例えば，最新のアプリケーシ ョンソフトに

は， 簡単にホームページ等を作成できる機能を備えているものがあるが，多少の時間をかければ

　通りのものは作成できるため，外見に惑わされて内容を見逃しがちになりがちである。簡潔で

内容の充実した作品を完成させるため，何を記入するかの判断と作業能力，及ぴ，表現の的確性

としての英語運用能力を評価する能力が，今後，英語教師に求められてくることになろう 。
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